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私たち JR 東労組東京地本は新宿統括センター過半数代表者選挙に

立候補した中原隆治さんを応援します。中原さんは新宿駅でのホーム

業務を長年担っている駅輸送の大ベテランです。その経験を活かし、

駅輸送・ホーム業務の必要性を常に会社に主張してくれています。 
 

減らされる立ち番や出札、比例して増えていく無人改札や無人駅。

駅の安全、サービスレベルを守る責任感は誰よりも強い 
⚫ 中原さんはこのままでは JR東日本の安全、サービスレベルが低下する可能性

があると以前から会社に警鐘を鳴らしています。しかし、「なんでも反対ではな

く、安全、サービスレベルを落とさずに施策を実施するにはどうするべきなのか」

という、施策を担う社員としてのスタンスを明確にしています。会社と建設的な

議論をしてくれます。 

⚫ ダイヤ改正と時期を同じくして、東京・品川・新宿のホーム体制削減が検討され

ていますが、当該職場で働く社員として強い責任感を持って会社と是々非々の

議論を行ってくれています。 

中原さんは JR東日本が公共交通機関として果たすべき使命である「安全な鉄道の

運行」を職場で実践しています。後輩の育成でも「安全」は特に力を入れており、多

くの社員を育ててきました。 

今の職場に必要なのはイエスマンではなく、「間違っていることは間
違っている」と指摘できる社員です。 
 

過半数代表者には、「忖度」や「打算」を抜きに誰にでも意

見を主張できる中原隆治さん 
が最もふさわしいと考えます！ 

JR 東労組東京地本は 

新宿統括センター過半数代表者選挙に立候補した 

  中
な か

原
は ら

 隆
りゅう

治
じ

さん  を応援します 
駅業務 
ユニット 


